
(57)【要約】

【課題】部品点数が少なく、部材間の開閉や回転が可能

で、その回転角度がクリック感で感得できる利便性の高

いヒンジ装置を提供する。

【解決手段】第１の部材４と第２の部材６との間に設置

されるヒンジ装置である。その構成は、取り付けられた

開閉機構部８と、この開閉機構部に立設させた支持軸４

２と、この支持軸に回転可能に支持されるとともに、第

２の部材６に固定された軸受部（軸受板６４）と、支持

軸に形成され外周に凹凸（凹部８６、９６、凸部８８、

９４）を形成したフランジ部７６と、このフランジ部の

凹凸と係合する係止部９０とを備え、これらの係合の強

弱が軸受部とフランジ部との相対的な回転角度に応じて

異なる構成としたクリック機構部８４とを備えている。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ の 部 材 に 取 り 付 け ら れ た 開 閉 機 構 部 と 、
こ の 開 閉 機 構 部 に 立 設 さ せ た 支 持 軸 と 、
こ の 支 持 軸 に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ る と と も に 、 第 ２ の 部 材 に 固 定 さ れ た 軸 受 部 と 、
前 記 支 持 軸 に 形 成 さ れ 外 周 に 凹 凸 を 形 成 し た フ ラ ン ジ 部 と 、 こ の フ ラ ン ジ 部 の 前 記 凹 凸 と
係 合 す る 係 止 部 と を 備 え 、 こ れ ら の 係 合 の 強 弱 が 前 記 軸 受 部 と 前 記 フ ラ ン ジ 部 と の 相 対 的
な 回 転 角 度 に 応 じ て 異 な る 構 成 と し た ク リ ッ ク 機 構 部 と 、
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る ヒ ン ジ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ビ デ オ カ メ ラ 、 携 帯 電 話 機 等 、 ２ 部 材 の 開 閉 や 部 材 の 回 転 等 に 用 い ら れ る ヒ ン
ジ 装 置 に 関 し 、 特 に 、 部 材 間 の 回 転 に よ る 角 度 設 定 や 部 材 間 の 開 閉 を 所 定 角 度 で 可 能 に し
た ヒ ン ジ 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
ビ デ オ カ メ ラ や 、 カ メ ラ 付 き 携 帯 電 話 機 等 の 電 子 機 器 で は 多 様 な シ ー ン の 撮 影 と そ の 映 像
確 認 が 要 請 さ れ て お り 、 １ つ の 機 器 で そ の 要 請 に 答 え る に は 、 機 能 部 分 を ２ 以 上 に 分 割 し
、 そ の 各 部 材 を ヒ ン ジ 装 置 で 連 結 し て 開 閉 や 回 転 等 を 可 能 に し て い る 。 ま た 、 カ メ ラ 付 き
携 帯 電 話 機 で は 、 電 話 機 能 と カ メ ラ 機 能 と の 併 合 に よ り 、 そ の 部 材 間 の 回 転 や 開 閉 を 複 雑
化 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な ヒ ン ジ 装 置 に つ い て 、 先 行 特 許 文 献 に は 次 の よ う な も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ １ － ２ ３ ９ ２ ８ ７ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ７ － ３ １ ９ ５ ８ ７ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ５ ５ ９ ２ ３ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 ４ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ２ ７ ８ ２ ６ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ８ 】
特 許 文 献 １ に は 、 ビ デ オ カ メ ラ の カ メ ラ 本 体 の 側 面 部 に ヒ ン ジ ブ ロ ッ ク を 介 し て モ ニ タ ブ
ロ ッ ク が 取 り 付 け ら れ 、 モ ニ タ ブ ロ ッ ク を ヒ ン ジ ブ ロ ッ ク に よ り 開 閉 又 は 回 転 さ せ る 構 成
が 開 示 さ れ て い る 。 ヒ ン ジ ブ ロ ッ ク は 開 閉 軸 に よ っ て カ メ ラ 本 体 と モ ニ タ ブ ロ ッ ク と の 開
閉 を 可 能 に し 、 開 閉 軸 に 支 持 さ れ た ヒ ン ジ 本 体 に 回 転 軸 を 介 し て モ ニ タ ブ ロ ッ ク を 回 転 可
能 に し た 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
特 許 文 献 ２ に は 、 携 帯 型 パ ソ コ ン に 表 示 部 が ヒ ン ジ 部 を 介 し て 取 り 付 け ら れ 、 こ の ヒ ン ジ
部 は ア ー ム に 回 転 保 持 部 を 取 り 付 け 、 こ の 回 転 保 持 部 に 表 示 部 を 回 転 可 能 に 取 り 付 け た 構
成 が 開 示 さ れ て い る 。 パ ソ コ ン の 本 体 部 に 対 し て 表 示 部 の 開 閉 角 度 が ア ー ム の 開 閉 角 度 と
ア ー ム に 対 す る 表 示 部 の 開 閉 角 度 と に よ り 設 定 さ れ 、 こ の 開 閉 角 度 の 位 置 を 中 心 に 表 示 部
が 回 転 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
特 許 文 献 ３ に は 、 複 数 の ト ル ク 発 生 部 を 有 す る ２ 軸 ヒ ン ジ に つ い て 、 ２ 軸 に よ り 回 転 と 方
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向 転 換 を 行 う 構 成 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 特 許 文 献 ４ に は 、 本 体 側 に 取 り 付 け ら れ た 開 閉 軸 に 貫 通 さ せ て 回 転 軸 を 取 り 付 け た
構 成 が 開 示 さ れ て お り 、 蓋 等 の 部 材 を 開 閉 軸 の 回 転 に よ り 開 閉 角 度 、 回 転 軸 の 回 転 に よ り
開 閉 角 度 の 位 置 を 中 心 に 向 き が 変 え ら れ る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 ヒ ン ジ 装 置 を 用 い て ビ デ オ カ メ ラ や 携 帯 電 話 機 の 表 示 部 を 回 転 さ せ る 場 合 、 所
定 の 回 転 角 度 で 停 止 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 回 転 操 作 時 、 停 止 角 度 を 感 じ さ せ る こ
と が 必 要 で あ る 。 回 転 操 作 に 伴 っ て 角 度 が 意 識 で き れ ば 、 操 作 感 覚 の み で 所 望 の 角 度 を 設
定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
係 る 課 題 は 、 先 行 特 許 文 献 に 開 示 さ れ た 技 術 を 用 い て も 解 決 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 、 部 品 点 数 が 少 な く 、 部 材 間 の 開 閉 や 回 転 が 可 能 で 、 そ の 回 転 角 度 が ク
リ ッ ク 感 で 感 得 で き る 利 便 性 の 高 い ヒ ン ジ 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の ヒ ン ジ 装 置 は 、 図 １ に 例 示 す る よ う に 、 第 １ の 部 材 ４
に 取 り 付 け ら れ た 開 閉 機 構 部 ８ と 、 こ の 開 閉 機 構 部 に 立 設 さ せ た 支 持 軸 ４ ２ と 、 こ の 支 持
軸 に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ る と と も に 、 第 ２ の 部 材 ６ に 固 定 さ れ た 軸 受 部 （ 軸 受 板 ６ ４ ） と
、 前 記 支 持 軸 に 形 成 さ れ 外 周 に 凹 凸 （ 凹 部 ８ ６ 、 ９ ６ 、 凸 部 ８ ８ 、 ９ ４ ） を 形 成 し た フ ラ
ン ジ 部 ７ ６ と 、 こ の フ ラ ン ジ 部 の 前 記 凹 凸 と 係 合 す る 係 止 部 ９ ０ と を 備 え 、 こ れ ら の 係 合
の 強 弱 が 前 記 軸 受 部 と 前 記 フ ラ ン ジ 部 と の 相 対 的 な 回 転 角 度 に 応 じ て 異 な る 構 成 と し た ク
リ ッ ク 機 構 部 ８ ４ と を 備 え た 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
係 る 構 成 と す れ ば 、 第 ２ の 部 材 は 第 １ の 部 材 に 対 し 、 開 閉 機 構 部 及 び 支 持 軸 に よ っ て 開 閉
可 能 に 取 り 付 け ら れ る と と も に 、 支 持 軸 に 軸 受 部 を 介 し て 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る
。 従 っ て 、 第 ２ の 部 材 は 、 支 持 軸 を 中 心 に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て お り 、 支 持 軸 に 設 け ら れ
た フ ラ ン ジ 部 と 軸 受 部 と は 相 対 的 な 角 度 が 変 化 す る 。 そ こ で 、 軸 受 部 と フ ラ ン ジ 部 と の 間
に 両 者 間 の 係 合 の 強 弱 を 軸 受 部 と フ ラ ン ジ 部 と の 相 対 的 な 回 転 角 度 に 応 じ て 異 な ら せ た ク
リ ッ ク 機 構 部 を 備 え た 構 成 と す れ ば 、 第 ２ の 部 材 を 回 転 さ せ る と き 、 軸 受 部 に 形 成 さ れ フ
ラ ン ジ 部 と 係 合 す る 係 合 部 に よ る 係 合 関 係 の ク リ ッ ク に よ っ て ト ル ク 感 が 得 ら れ 、 両 者 の
回 転 角 度 の 変 化 を 感 じ 取 る こ と が で き 、 設 定 さ れ た 角 度 に 第 ２ の 部 材 を 停 止 さ せ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の ヒ ン ジ 装 置 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 １ ～ 図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は ヒ ン ジ
装 置 の 分 解 斜 視 図 、 図 ２ は ヒ ン ジ 装 置 の 正 面 図 、 図 ３ は ヒ ン ジ 装 置 の 側 面 図 を 示 し て い る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の ヒ ン ジ 装 置 ２ は 、 第 １ の 部 材 ４ と 第 ２ の 部 材 ６ と の 間 に 設 け ら れ 、 両 者 を 機 械 的 に 連
結 す る 連 結 部 材 で あ っ て 、 こ れ ら 部 材 ４ 、 ６ 間 の ね じ れ 等 の 相 対 的 な 回 転 、 屈 曲 や 開 閉 等
の 互 い の 成 す 角 度 の 変 更 等 、 機 械 的 操 作 に 用 い ら れ る 。 部 材 ４ は 、 例 え ば 、 ビ デ オ カ メ ラ
で は カ メ ラ 本 体 、 携 帯 電 話 機 で は 電 話 機 本 体 で あ り 、 部 材 ６ は 例 え ば 、 表 示 部 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
部 材 ４ に は 、 部 材 ６ を 開 閉 さ せ る 開 閉 機 構 部 ８ が 設 け ら れ 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 部 材 ４ に
形 成 さ れ た 溝 部 １ ０ の 底 面 部 に 形 成 さ れ た 一 対 の ね じ 孔 １ ２ に 一 対 の 軸 受 部 １ ４ 、 １ ６ が
ね じ １ ８ に よ っ て 固 定 さ れ て い る 。 軸 受 部 １ ４ 、 １ ６ は 、 溝 部 １ ０ に 設 置 す る 固 定 部 ２ ０
に 立 壁 部 ２ ２ を Ｌ 字 形 に 形 成 し 、 固 定 部 ２ ０ に は 透 孔 ２ ４ 、 立 壁 部 ２ ２ に は 軸 受 孔 ２ ６ が
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形 成 さ れ て い る 。 各 軸 受 部 １ ４ 、 １ ６ に は 、 Ｃ 字 形 の 開 閉 枠 ２ ８ が 各 ね じ ３ ０ に よ っ て 回
動 可 能 に 固 定 さ れ て い る 。 開 閉 枠 ２ ８ は 、 軸 受 部 １ ４ 、 １ ６ の 立 壁 部 ２ ２ と 平 行 に 一 対 の
軸 支 部 ３ ２ と 、 各 軸 支 部 ３ ２ 間 を 連 結 す る 支 持 部 ３ ４ と を 備 え 、 軸 支 部 ３ ２ に は ね じ ３ ０
を 固 定 す る ね じ 孔 ３ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 各 ね じ ３ ０ に は 支 持 軸 部 ３ ８ が 形 成 さ れ 、 各 軸
支 部 ３ ２ を 回 動 可 能 に 軸 受 孔 ２ ６ に 挿 入 さ れ る こ と に よ り 、 軸 受 部 １ ４ 、 １ ６ に 開 閉 枠 ２
８ が 軸 支 部 ３ ２ を 中 心 に 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
開 閉 枠 ２ ８ の 軸 支 部 ３ ２ の 間 隔 内 に は 、 各 軸 支 部 ３ ２ を 押 し 広 げ る 円 弧 状 の ば ね 板 ４ ０ を
介 在 さ せ て 支 持 軸 ４ ２ が ね じ ４ ４ に よ っ て 固 定 さ れ て い る 。 ね じ ４ ４ は 、 支 持 部 ３ ４ の 透
孔 ４ ６ 、 ば ね 板 ４ ０ の 透 孔 ４ ８ に 挿 通 さ せ 、 支 持 軸 ４ ２ に 形 成 さ れ た ね じ 孔 ５ ０ に 締 め 付
け 固 定 さ れ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 開 閉 枠 ２ ８ に は 円 柱 状 の 支 持 軸 ４ ２ が 支 持 部 ３ ４ と 直
交 方 向 に 一 体 に 固 定 さ れ 、 支 持 軸 ４ ２ の 下 端 面 が ば ね 板 ４ ０ に 一 体 に 形 成 さ れ た 載 置 部 ５
２ の 上 面 に 載 置 さ れ 、 ね じ ４ ４ に よ る 固 定 と 、 載 置 部 ５ ２ 上 の 密 着 関 係 と に よ っ て 支 持 部
３ ４ と 支 持 軸 ４ ２ と の 直 交 関 係 が 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 部 材 ６ に は 、 取 付 板 ５ ４ が ね じ ５ ６ に よ っ て 固 定 さ れ 、 こ の 取 付 板 ５ ４ に は ね じ ５
６ を 挿 通 さ せ る 一 対 の 透 孔 ５ ８ が 形 成 さ れ る と と も に 、 中 心 部 に 支 持 軸 ４ ２ を 支 持 す る 軸
支 孔 ６ ０ が 形 成 さ れ 、 こ の 軸 支 孔 ６ ０ を 挟 ん で 一 対 の ね じ 孔 ６ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の
取 付 板 ５ ４ の 下 面 側 に は 、 支 持 軸 ４ ２ に 支 持 さ れ る 軸 受 部 と し て ば ね 板 か ら な る 軸 受 板 ６
４ が 一 対 の ね じ ６ ６ を ね じ 孔 ６ ２ に 取 り 付 け る こ と に よ り 、 固 定 さ れ て い る 。 軸 受 板 ６ ４
は 、 取 付 板 ５ ４ に 固 定 す る 一 対 の 固 定 部 ６ ８ と と も に 、 透 孔 ７ ０ が 形 成 さ れ た 軸 支 部 ７ ２
を 備 え て い る 。 固 定 部 ６ ８ に は 、 ね じ ６ ６ を 貫 通 さ せ る た め の 切 欠 部 ７ ３ が 形 成 さ れ て い
る が 、 こ の 切 欠 部 ７ ３ は 透 孔 で あ っ て も よ い 。 そ し て 、 軸 支 部 ７ ２ と 固 定 部 ６ ８ と の 間 に
は 傾 斜 部 ７ ４ が 形 成 さ れ 、 こ の 傾 斜 部 ７ ４ の 傾 斜 角 度 に よ り 、 固 定 部 ６ ８ よ り 下 方 に 軸 支
部 ７ ２ を 突 出 さ せ 、 軸 支 部 ７ ２ と 取 付 板 ５ ４ と の 間 に フ ラ ン ジ 部 ７ ６ が 回 動 可 能 に 挿 入 さ
れ る 空 間 部 ７ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 空 間 部 ７ ８ の 大 き さ は 傾 斜 部 ７ ４ の 傾 斜 角 度 に 依
存 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
フ ラ ン ジ 部 ７ ６ に は 透 孔 ８ ０ が 形 成 さ れ 、 こ の 透 孔 ８ ０ に は 支 持 軸 ４ ２ が 圧 入 さ れ 、 支 持
軸 ４ ２ と フ ラ ン ジ 部 ７ ６ と は 一 体 化 さ れ 、 こ の フ ラ ン ジ 部 ７ ６ は 軸 受 板 ６ ４ か ら の 支 持 軸
４ ２ の 抜 け 止 め と し て 機 能 す る 。 フ ラ ン ジ 部 ７ ６ は 、 取 付 板 ５ ４ と 軸 受 板 ６ ４ の 軸 支 部 ７
２ と の 間 に 摺 動 可 能 な 接 触 状 態 が 維 持 さ れ 、 支 持 軸 ４ ２ と 部 材 ６ と の が た つ き が 防 止 さ れ
る 。 ま た 、 軸 受 板 ６ ４ に は 補 強 の た め の 立 壁 部 ８ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
そ し て 、 部 材 ６ と と も に 軸 受 板 ６ ４ を 回 転 さ せ た 際 に 、 ク リ ッ ク 感 を 発 生 さ せ る ク リ ッ ク
機 構 部 ８ ４ は 、 フ ラ ン ジ 部 ７ ６ の 周 囲 部 に 形 成 さ れ た 複 数 の 凹 部 ８ ６ 及 び 円 弧 状 の 凸 部 ８
８ と 、 軸 支 部 ７ ２ に 立 設 さ れ た 係 合 部 と し て の 係 止 部 ９ ０ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 係
止 部 ９ ０ は 、 ば ね 板 で 形 成 さ れ た 軸 受 板 ６ ４ と 一 体 に 形 成 さ れ た ス ト ッ パ ー で あ っ て 、 ば
ね 板 が 持 つ 弾 性 を 備 え て い る 。 例 え ば 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 フ ラ ン ジ 部 ７ ６ に は 、 支 持 軸
４ ２ の 中 心 Ｏ を 中 心 に し て 角 度 θ 毎 に 平 坦 面 を 成 す 凹 部 ８ ６ と 、 湾 曲 面 を 成 す 凸 部 ８ ８ と
を 交 互 に 形 成 し 、 係 止 部 ９ ０ の 幅 を 凹 部 ８ ６ に 嵌 ま り 込 む よ う に 形 成 す る 。 こ の 場 合 、 角
度 θ は ほ ぼ ４ ５ 度 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
以 上 の 構 成 に よ れ ば 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 矢 印 Ｍ の 方 向 に 支 持 軸 ４ ２ を 中 心 に し
て 部 材 ６ を 回 転 さ せ る こ と が で き 、 こ の 回 転 は 部 材 ６ と と も に 軸 受 板 ６ ４ を 回 転 さ せ る の
で 、 そ の 係 止 部 ９ ０ が 支 持 軸 ４ ２ に 固 定 さ れ て い る フ ラ ン ジ 部 ７ ６ の 凹 部 ８ ６ 、 凸 部 ８ ８
に 接 触 し て 回 転 す る 。 こ の 結 果 、 フ ラ ン ジ 部 ７ ６ と 軸 受 板 ６ ４ と の 間 に 係 合 の 強 弱 が 軸 受
板 ６ ４ と フ ラ ン ジ 部 ７ ６ と の 相 対 的 な 回 転 角 度 に 応 じ て 異 な る 結 果 、 ク リ ッ ク 感 、 ト ル ク
感 が 得 ら れ る 。 即 ち 、 軸 受 板 ６ ４ が ば ね 板 で 形 成 さ れ 、 係 止 部 ９ ０ に 適 当 な 弾 性 が 得 ら れ
、 ク リ ッ ク 感 、 ト ル ク 感 が 得 ら れ る 。 こ の 場 合 、 係 止 部 ９ ０ は 平 坦 面 を 成 し 、 凹 部 ８ ６ が
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平 坦 面 、 凸 部 ８ ８ が 湾 曲 面 で あ る こ と か ら 、 凹 部 ８ ６ が 係 止 部 ９ ０ と 係 止 し て 部 材 ６ 側 を
停 止 さ せ る 安 定 面 、 凸 部 ８ ８ が そ の 凹 部 ８ ６ と 次 の 凹 部 ８ ６ と の 途 上 状 態 で あ る 不 安 定 面
を 構 成 し て い る 。 こ の た め 、 適 当 な ク リ ッ ク 感 及 び ト ル ク 感 が 所 定 の 角 度 、 図 ４ に 示 す 例
で は 、 ９ ０ 度 間 隔 で の ク リ ッ ク 感 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 部 材 ６ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 矢 印 Ｎ の 方 向 に 開 閉 機 構 部 ８ を 以 て 開 閉 さ せ る こ と
が で き る 。 こ の 場 合 、 ば ね 板 ４ ０ の 復 元 力 に よ っ て 軸 受 部 １ ４ 、 １ ６ の 立 壁 部 ２ ２ が 開 閉
枠 ２ ８ の 各 軸 支 部 ３ ２ を 押 圧 し 、 両 者 間 に 相 当 な 摩 擦 が 発 生 し て い る の で 、 任 意 の 開 閉 角
度 に 部 材 ６ を 停 止 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 図 ５ の （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 係 止 部 ９ ０ の 凹 部 ８ ６ に 対 向 す る 面 部 に 球 面 状 の 凸 部
９ ２ を 形 成 し て も よ く 、 滑 ら か な 回 転 状 態 と 停 止 感 が 得 ら れ る 。 ま た 、 図 ５ の （ Ｂ ） に 示
す よ う に 、 フ ラ ン ジ 部 ７ ６ の 周 面 に 湾 曲 面 で あ る 凸 部 ９ ４ 及 び 凹 部 ９ ６ を 形 成 し 、 凹 部 ９
６ に 対 応 す る 円 周 面 状 の 凸 部 ９ ８ を 備 え た 係 止 部 ９ ０ を 軸 受 板 ６ ４ に 形 成 し て も 同 様 の 機
能 が 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
し た が っ て 、 こ の よ う な ヒ ン ジ 装 置 で は 、 部 品 点 数 を 少 な く で き 、 安 価 に 提 供 で き る 。 し
か も 、 実 施 形 態 で は 、 説 明 を 容 易 に す る た め 、 支 持 軸 ４ ２ を 無 垢 材 料 で 形 成 し た 場 合 に つ
い て 説 明 し た が 、 こ れ ら を 中 空 体 と し て 構 成 す れ ば 、 そ の 内 部 に ワ イ ヤ 等 の 導 体 を 貫 通 さ
せ 、 部 材 ４ 及 び 部 材 ６ 間 の 電 気 的 な 連 結 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
な お 、 実 施 形 態 で は 、 部 材 ４ 、 ６ と し て ビ デ オ カ メ ラ 、 カ メ ラ 付 き 携 帯 電 話 機 を 例 示 し た
が 、 本 発 明 の ヒ ン ジ 装 置 は 、 こ れ ら ビ デ オ カ メ ラ 、 カ メ ラ 付 き 携 帯 電 話 機 に 用 い ら れ る も
の に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 実 施 形 態 で は 、 フ ラ ン ジ 部 ７ ６ に ９ ０ 度 毎 に 凹 部 ８ ６ 又 は 凹 部 ９ ６ を 設 定 し た が 、
安 定 面 と 不 安 定 面 の 数 を 増 加 し て 例 え ば 、 ０ 度 、 ４ ５ 度 、 ９ ０ 度 及 び １ ０ ５ 度 等 の 複 数 の
各 開 閉 角 度 を 設 定 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 次 の 効 果 が 得 ら れ る 。
（ １ ） 　 部 品 点 数 が 少 な く 、 組 立 て が 容 易 で あ っ て 、 ビ デ オ カ メ ラ や 携 帯 電 話 機 等 の 本 体
部 と 表 示 部 等 、 部 材 間 の 開 閉 、 一 方 の 部 材 に 対 し 他 方 の 部 材 の 回 転 を 行 う こ と が で き る 。
（ ２ ） 　 部 材 の 回 転 に 回 転 角 度 を 認 識 で き る ク リ ッ ク 感 を 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ヒ ン ジ 装 置 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 形 態 に 係 る ヒ ン ジ 装 置 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 形 態 に 係 る ヒ ン ジ 装 置 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 フ ラ ン ジ 部 と 係 止 部 と の 関 係 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 他 の フ ラ ン ジ 部 と 係 止 部 と の 関 係 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
２ 　 ヒ ン ジ 装 置
４ 　 第 １ の 部 材
６ 　 第 ２ の 部 材
８ 　 開 閉 機 構 部
４ ２ 　 支 持 軸
６ ４ 　 軸 受 板 （ 軸 受 部 ）
７ ６ 　 フ ラ ン ジ 部
８ ４ 　 ク リ ッ ク 機 構 部
８ ６ 、 ９ ６ 　 凹 部
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８ ８ 、 ９ ４ 　 凸 部
９ ０ 　 係 止 部 （ 係 合 部 ）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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